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（
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株
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バ
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街
づ
く
り
研
究
所
代
表
）

神
戸
市
長
田
区
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
の
課
題
を

提
言
し
一

三
人
の
著
者
た
ち
が
多
角
的
な
視
点
で
、

震
災
六
年
目
ま
で
の
復
興
と
地
域
産
業
に
つ
い
て
の

中
間
報
告
を
ま
と
め
て
い
る
。

以
下
、
目
次
を
紹
介
す
る
。
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第

1
部
・
阪
神
復
興
と
地
域
産
業
の
行
方

序
章
阪
神
復
興
と
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業

第
1
章
大
震
災
と
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
の
被
災
の
状
況

第
2
章
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
の
歩
み

第

3
章
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
の
生
産
・流
通
構
造

第
4
章
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
の
経
営
特
質
と
課
題

第
5
章
神
戸
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
の
復
興
に
向
け
て
の

立
地
課
題

第
6
章
工
場
ア
パ
ー
ト
の
展
開
と
そ
の
後

第
7
章
ケ
ミ
カ
ル
企
業
の
被
災
の
状
況
と
そ
の
後

（
事
例
分
析
）

第
8
章
長
田
区
に
お
け
る
高
齢
者
と
産
業
の
あ
り
方

第

11
部
・
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
（新
長
田
地
区
）

復
興
基
本
計
画

第
1
章
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
（
新
長
田
地
区
）
の
実
態

新
局
面
と

第

2
章
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
（
新
長
田
地
区
）
の
復
典
・

新
生
の
た
め
の
基
本
的
考
え
方

第
3
章
工
業
系
市
街
地
復
興
・新
生
へ
の
提
案

第
4
章
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
お
よ
び
工
業
系
街
区
整

備
事
業
の
展
開
イ
メ
ー
ジ

第
5
章
今
後
の
課
題
と
展
開

J
R
新
長
田
駅
北
側
で
、
業
界
・地
域
住
民
・神
戸

市
が

一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
『
シ
ュ
ー
ズ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
タ
ウ
ン
』
と
『
ア
ジ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
の
構
想
が
生

ま
れ
た
。
『
く
つ
の
ま
ち
な
が
た
復
興
プ
ラ
ン
』
だ
。

二

0
0
0年
七
月
に
核
施
設
「
シ
ュ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
」
と

「
ア
ジ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・パ
イ
ロ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
」
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
前
年
四
月
、
東
京
・青
山
に
開
設
さ
れ
た

「
神
戸
プ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
」
（
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
メ
ー

カ
ー
“
社
、
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
1
社
）
も
好
評
で
あ
る
。

今
年
四
月
6
日
、
長
田
区
で
行
わ
れ
た
防
災
自
治

研
究
会
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
②
『
地
場
産
業
（
ケ
ミ
カ

ル
シ
ュ
ー
ズ
）
の
復
旧
・復
興
の
あ
ゆ
み
』
の
な
か
で
、
関

満
博
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
、
東
京
都
三
鷹
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
実
例
が
報
告
さ
れ
た
。

J
R
新
長
田
駅
北
側

地
区
、
シ
ュ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
等
へ
の
見
学
も
行
わ
れ
た
。
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片
開
き
の
木
製
ド
ア
を
開
け
て
中
へ
入
る
と
カ

ー
プ
を
効
か
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
が
広
が
り
壁
は
木

目
調
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
様
で
重
厚
感
の

あ
る
店
内
と
な
っ
て
い
る
。

今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は

「小
海
老
と
野
菜
の
か
き

あ
げ
定
食
」
と

「き
す
の
天
婦
羅
定
食
」
だ
。
い

づ
れ
も
七
百
五
十
円
。
一

番
の
人
気
は

「鰯
の
生

姜
煮
」
と
「
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
」
で
鰯
は
青
物

の
魚
プ
ー
ム
で
、
ハ
ン
バ
ー
グ
は
塩
と
胡
椒
で
作

り
ソ
ー
ス
で
煮
込
ん
で
い
る
。

キ
ッ
チ
ン
倶
楽
部

・
美
喜
を
経
営
す
る
三
木
谷

晴
世
さ
ん
は
子
ど
も
が
幼
稚
園
へ
通
っ
て
い
る
間

だ
け
お
店
を
開
け
て
い
る
。
お
母
さ
ん
の
三
木
谷

君
子
さ
ん
が
さ
れ
て
い
た
「
お
好
み
焼
き
」
の
暖

簾
を
受
け
継
い
だ
。

お
母
さ
ん
は
元
は
兵
庫
区
で
生
活
を
さ
れ
て
い

た
が
昭
和
二
十
年
三
月
十
七
日
の
空
襲
で
焼
け
出

サ
ル
ピ
ア
の
苗
植
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
に
つ
い
て
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主

催

神

戸
2
1

世
紀
・復
興
記
念
事
業
長
田
区
民
の
会

①
キ
ッ
チ
ン
倶
楽
部

・
美
喜

②
長
田
区
総
合
防
災
訓
練

③
池
田
小
学
校
日
誌
よ
り

④
資
料
紹
介
他

さ
れ
長
田
区
へ
移
ら
れ
た
。
そ
し
て
わ
が
子
を
亡

く
し
た
空
襲
の
悲
惨
さ
を

「語
り
部
」
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
サ
ン
ド
ー
ル
長
田
南

館
が
完
成
す
る
前
に
他
界
さ
れ
た
。

先
の
大
震
災
で
こ
の

一
帯
も
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
。
南
側
の
長
田
ビ
ル
と
西
隣
の
長
田
マ
ン
シ

ョ
ン
は
倒
壊
し
子
ど
も
の
通
う
光
の
子
幼
稚
園
も

全
壊
、
こ
の
建
物
も
半
壊
と
な
り
ガ
ス
・
水
道
は

四
月
ま
で
止
ま
っ
て
い
た
。

キ
ッ
チ
ン
倶
楽
部

・
美
喜
の
特
徴
は
お
客
の
九

割
が
女
性
で
あ
る
こ
と
と

「味
」
は
お
出
し
だ
け

の
シ
ン
プ
ル
な
薄
味
で
作
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
科
学
調
味
料
は
使
っ
て
い
な
い
。
晴
世
さ
ん
は

「
お
惣
菜
を
作
る
楽
し
さ
が
あ
る
し
、
母
と
の
繋

が
り
を
残
し
て
置
き
た
か
っ
た
」
と
語
る
。

?
"
た
ら

お
一
日
は
長
田
神
社
の
お
茶
席
に
来
ら
れ
た
人

々
で
満
員
に
な
る
。

キ
ッ
チ
ン
倶
楽
部

・
美
喜



(3) 人・街・ながた震災資料室だより 人・街・ながた震災資料室だより (2) 

＾
 池

田
小
学
校
の
記
録

S

場
を
変
更
し
ま
し
た
。

『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
』
を

5
神
戸
市
立

当
区
池
田
上
町
に
あ
る
池
田
小
学
校
に
お
け

る
震
災
当
時
の
貴
重
な
記
録
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
、

一
部
抜
粋
し
な
が
ら
紹
介
す
る
。

学
校
管
理
＞

電
気
は
1
月
1

9
日
、
水
道
は
2
月
6
日
に
復

旧
し
た
。
断
水
で
一
番
困
っ
た
こ
と
は
ト
イ
レ
で

あ
っ
た
。
プ
ー
ル
も
な
い
の
で
汚
物
・
排
泄
物
を

流
せ
ず
、
毎
日
学
校
職
員
や
避
難
者
が
手
作
業
で

取
り
除
き
、
不
衛
生
な
の
で
消
毒
も
欠
か
さ
ず
行

っ
た
。
当
初
2
日
間
は
全
く
水
が
な
く
薬
を
飲
む

に
も
困
っ
た
と
い
う
。

ゴ
ミ
の
処
理
に
も
困
っ
た
。
焼
却
場
が
被
害
に

あ
い
使
用
で
き
ず
、
ま
た
道
路
の
寸
断
の
た
め
に

ゴ
ミ
の
収
集
が
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
。
運
動
場
の

片
隅
に
は
ゴ
ミ
が
積
み
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
も
ま
た

毎
日
消
毒
が
な
さ
れ
た
。

体
験
し
て

訓
練
、
第
三
部
消
火
総
合
訓
練
の
三
部
に
分
け
て
行
な

訓
練
は
、
第
一
部
初
動
対
応
訓
練
、
第
二
部
救
護

ん
に
も
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
本
年
度
は
山
麓
部
に
会

と
を
踏
ま
え
よ
り
実
践
的
で
多
く
の
地
域
住
民
の
皆
さ

能
性
の
高
い
の
は
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
で
す
。
こ
の
こ

け
ま
し
た
が
、
歴
史
的
に
も
経
験
的
に
も
自
然
災
害
の
可

神
戸
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受

ま
す
。

は
、
上
池
田
二
丁
目
の
神
戸
市
立
西
代
中
学
校
で
実
施
し

モ
石
油
神
戸
油
槽
所
の
広
大
な
跡
地
で
し
た
が
本
年
度

昨
年
度
ま
で
の
会
場
は
、
長
田
区
駒
ヶ
林
南
町
の
コ
ス

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

防
災
関
係
機
関
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
に
総
合
防
災

梅
雨
期
を
控
え
た
時
期
に
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と

長
田
区
役
所
（
長
田
区
災
害
対
策
本
部
）
で
は
、
例
年
、

総
務
課

井
上
千
秋
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第
三
部
で
は
、
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
バ
ケ

す。 旧
訓
練
、
日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
ま

す。 倒
壊
家
屋
か
ら
の
け
が
人
の
救
出
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま

電
波
を
使
っ
て
の
広
報
訓
練
に
始
ま
り
、
消
防
団
の
土
の

害
を
想
定
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局

F
M
わ
い
わ
い
の

山
麓
部
で
の
集

溢
水
、
崖
崩
れ

れ
・
家
屋
の
倒

壊
等
の
土
砂
災

う
積
み
、
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
避
難
訓
練
・

第
二
部
で
は
、
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

P
T
A
に

よ
る
応
急
手
当
が
披
露
さ
れ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
よ
る
復

電
話
の
応
対
に
も
お
わ
れ
た
。
避
難
者
の
問
い

合
わ
せ
な
ど
で
日
夜
ベ
ル
が
な
り
続
け
る
日
々

が
続
い
た
。
職
員
の
避
難
所
へ
の
当
番
制
の
宿
泊

は
7
月
に
な
る
ま
で
続
い
た
。

避
難
所

震
災
当
日
は

6
時
過
ぎ
か
ら
避
難
者
が
集
ま

り
始
め
た
。
地
域
周
辺
で
、
あ
る
う
わ
さ
が
流
れ
、

避
難
者
が
あ
ま
り
増
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
池
田

小
学
校
は
古
く
て
危
な
い
と
い
う
意
味
の
「
池
田

は
ダ
メ
だ
」
と
い
う
噂
が
、
や
が
て
、
池
田
小
は

つ
ぶ
れ
た
と
い
う
意
味
で
と
ら
れ
た
ら
し
い
の

だ
。救

援
物
資
は

1
月
2

0
日
頃
ま
で
な
か
な
か

届
か
ず
、
直
接
区
役
所
に
赴
い
て
交
渉
し
、
物
資

鎖

・

ガ

ス

漏

に
よ
る
道
路
封

に
よ
る
河
川
の

中
豪
雨
や
台
風

第
一
部
で
は
、

い
ま
す
。

＾
 

を
運
ん
だ
。
ま
た
当
時
は
真
冬
で
体
調
を
く
ず
す

人
も
多
く
い
た
。
こ
こ
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
た
。
8
回
、
病
院
へ
救
急
車
で
搬
送
し
た

が
、
病
院
自
体
も
被
災
し
て
い
た
た
め
受
け
入
れ

も
困
難
で
あ
っ
た
。
結
局
、
入
院
し
た
人
の
中
で

2
名
が
な
く
な
っ
た
。

避
難
者
の
悩
み
相
談
や
外
部
か
ら
の
苦
情
処

理
も
大
変
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
同
室
者
間
で
の

悩
み
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
震
災
の
時
期
は
受
験
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、

避
難
者
の
中
に
も
受
験
者
が
い
た
。
受
験
勉
強
ど

こ
ろ
で
は
な
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、
彼
ら
に
と
っ

て
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
っ
た
。
安
心
し
て
勉

強
で
き
る
場
所
や
環
境
と
し
て
放
送
室
を
提
供

し
た
。
厳
し
い
状
況
の
中
で
第

一
志
望
の
大
学
に

合
格
し
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
明
る
い
話
題
で
あ

っ
た
。児

童
の
様
子
・
学
校
再
会

児
童
は

1
月
末
現
在
で
自
宅
に
い
る
よ
り
も

市
内
外
に
避
難
し
て
い
る
者
の
ほ
う
が
数
倍
多

か
っ
た
。
ま
た
死
亡
者
も
1
名
い
た
。

本
来
の
職
務
で
あ
る
教
育
面
で
は
、

2
月
1
日

を
「
児
童
激
励
の
日
」
と
し
、
学
校
再
会
を
目
指

し
て
努
力
し
た
。

体
の
皆
様
方
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＞
 

ま
た
、
訓
練
に
参
画
し
て
頂
き
ま
す
防
災
関
係
機
関
・
団

い
た
り
と
ご
理
解
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
の
講
習
や
動
カ
ポ
ン
プ
の
繰
法
の
訓
練
を
受
け
て
頂

訓
練
に
参
加
を
頂
き
ま
す
地
域
の
方
々
に
は
、
応
急
手

主
導
の
防
災
訓
練
が
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
今
後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
連
帯
し
た
地
域
住
民

の
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
か
と
確
信
し
て

い

こ
の
総
合
防
災
訓
練
が
地
域
の
防
災
対
応
力
の
強
化

の

一
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
は
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
小
型
の
動
カ
ポ
ン
プ
が
配
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
運
用

を
設
置
し
た
の
を
機
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
水
槽
と
同
所

は
、
昨
年
度
神
戸
市
が
、
公
園
に

1
0
0
ト
ン
防
火
水
槽

ち
二
隊
は
、
初
参
加
の
市
民
消
火
隊
で
す
。
市
民
消
火
隊

防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
四
隊
の
ポ
ン
プ
の
う

ン
プ
の
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
す
。

ィ
・
消
防
団
・
地
元
企
業
の
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
動
カ
ポ

ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
と
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ


